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「マジャク釣り
めっちゃ楽しいやん！」
～関西地方の中学生が修学旅行でマジャク釣りを体験～

　5月 9 日、兵庫県高砂市立高
たかさご

砂中学校 3年生 54 人が、ラムサール
条約登録湿地の荒尾干潟でマジャク釣りを体験しました。
　この取り組みは、荒尾市周辺の 2市 2町と玉名地域振興局が連携し
て設立した、荒尾玉名・大牟田観光推進協議会が修学旅行の誘致事業
として展開しているものです。
　筆を使って穴の中に潜んだマジャクを釣り上げるという独特の方法
を学んだ後、子どもたちは干潟に足を踏み入れました。マジャクとの
一進一退の攻防に当初は苦戦した子どもたちも、次第にコツをつかん
でいき、苦労の末釣れると、「やったぞー！」と喜びの歓声を干潟に響
かせていました。木

き む ら

村愛
め い

衣さんと青
あおやなぎ

柳竜
りょうま

馬さんは、「最初は抵抗があっ
たが、筆を使ってのマジャクとの駆け引きは楽しい。荒尾干潟のスケー
ルの大きさにも驚きました」と初めての体験に目を輝かせていました。
今月にはさらに 2校が来荒し、マジャク釣りを楽しむ予定です。


